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項目名 【整理番号 161】 ファミリー･サポート･センター事業 

局・区の考え方 

 

〔試案〕 

 

１ 見直しの考え方 

 ・利用実態に鑑み、「子育て活動支援事業」と統合する 

 

２ 見直し内容・留意事項 

・平成 25 年度 「子育て活動支援事業」とともに公募を実施する（平成 25

年度単年度） 

・平成 26 年度 18ヶ所に統合のうえ、「子育て活動支援事業」とともに公募

を実施する 

 

〔局・区の考え方〕 

 

・試案に基づいて、ファミリー・サポート・センター事業を子育て活動支援事業

（各区子ども・子育てプラザ）に統合するためには、各区支部を統括する「本

部」機能を確保する必要がある。現状では、子育ていろいろ相談センター内に

設置する本部が下記の業務を担っており、各区子ども・子育てプラザ内に設置

する各区支部の活動を統括している。 

  ①提供会員養成講座の実施（受講時間数 24時間） 

  ②支部コーディネーターの研修 

  ③全市的な会員研修・交流会の開催 

  ④支部間の連絡調整（区をまたがる会員間のマッチングが必要な場合など） 

子育ていろいろ相談センターが廃止されたとしても、本部機能は別の場所で確

保する必要がある。 

・また、ファミリー・サポート・センター事業においては、統合後も事業実施に

かかる経費（提供会員養成講座等にかかる講師謝礼、会員の保険代等）の予算

措置が必要である。 

 

参考データ等 

 

・大阪市における子育て支援体制 

 

局・部名 
こども青少年局 

子育て支援部 

担当課名 管理課 



大阪市における子育て支援体制

　

　

　　

　　

 子　　　　ど　　　　も　　　　・　　　　子　　　　育　　　　て　　　　家　　　　庭

連
携

　ネットワーク
　活動支援
　

       保育所・幼稚園・一時・休日保育
　　　地域子育て支援拠点事業等

参加

当事者・主任児童委員・ＮＰＯ等
による子育てサロン・サークル等

住民の自主的な子育て活動公的な子育て支援事業

参加・利用

連　　携

区保健福祉センター
子育て支援室

〇子育て相談に一元的に対応
○要保護児童対策地域協議会（事務局）
〇子育てサービスの総合コーディネート

　
子ども・子育てプラザ

○子育て親子の交流促進
○子育て支援講座・親子イベントの開催
○子育てサークル・サロンなどの活動への支援
○子育てボランティアの養成や子育て講座の開催
○子育て支援に関する情報の収集・提供

連　　携

市レベル

区レベル

地域レベル

 

情報提供等　後方支援 ケースの送致

○専門的な知識・技術を要する子どもの相談に対応
○判定機能
○立入調査権・措置権
○一時保護
○児童虐待からの家族回復支援事業
○区保健福祉センター（子育て支援室）への後方支援

○教育相談（相談・通所ルーム）

　①相談機能
　　・電話相談（平日夜間。土日祝も開設）
　　・面談による相談（一般相談、専門相談）

子育ていろいろ相談センターこども相談センター
(児童相談所)

教育相談
（サテライト）

連
携　　　出張相談・通所ルーム

②移行

　　②子育てに関する情報提供ならびに学習や交流の
　　　場の提供（講座やイベント等の実施）

　　③地域の子育て支援機関に対する後方支援機能
　　（人材育成、ネットワーク作り、事業の企画提案等）

連　　携

①移行

出張

連
携

学校における
スクールカウンセラー

事業

利用

　　※ファミリー・サポート・センター本部
　　　提供会員養成講座、支部コーディネーター研修、
　　　全市的な会員研修・交流会の開催、支部間の
　　　連絡調整

相
談
・
利
用

相談

相
談
・
利
用

「子育て支援専門部会」「子育
て支援連絡会」によるネット
ワーク

※ファミリー・サポート・センター支部
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